
(57)【要約】

【課題】強度面においては従来と遜色がなく、製造コス

トを大幅に低減させたクラッチ又はブレーキの摩擦板用

芯板又はメイティングプレートを提供すること。

【解決手段】本発明のクラッチ又はブレーキの摩擦板用

芯板又はメイティングプレート１００は、プレス打抜き

された複数枚の要素鋼板１２０がろう付接合６０されて

なる。要素鋼板１２０は、周方向に複数に分割されたセ

グメントをジグソーパズルのように組合せたものである

。本発明のクラッチ又はブレーキの摩擦板用芯板又はメ

イティングプレート１００によれば、鋼板の材料利用率

が従来より大幅に向上しプレス加工費も低減するので、

強度面においては従来と遜色がないものでありながら、

製造コストを大幅に低減させることができる。

【選択図】図３

JP 2007-177931 A 2007.7.12



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 プ レ ス 打 抜 き さ れ た 複 数 枚 の 要 素 鋼 板 が ろ う 付 接 合 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 ク ラ ッ チ
又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 要 素 鋼 板 が 、 周 方 向 に 複 数 に 分 割 さ れ た セ グ メ ン ト を 組 合 せ た も の で あ る 、 請 求 項
１ の ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 セ グ メ ン ト の 組 合 せ が 、 雌 形 継 手 部 と 雄 形 継 手 部 の 嵌 合 に よ る 、 請 求 項 ２ の ク ラ ッ
チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 セ グ メ ン ト の 組 合 せ 位 置 の 位 相 が 要 素 鋼 板 毎 に 異 な る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ の ク ラ ッ チ
又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 セ グ メ ン ト が 、 プ レ ス 打 抜 き 時 に 発 生 す る だ れ が 隣 合 う セ グ メ ン ト で 対 向 し な い よ
う に 組 合 さ れ た 、 請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か の ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は
メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 力 伝 達 装 置 に 用 い ら れ る ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ
ィ ン グ プ レ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 動 力 伝 達 装 置 に 用 い ら れ る 摩 擦 板 は 、 通 常 、 環 状 の 鋼 板 に 摩 擦 材 を 接 着 し た も の で あ り
、 摩 擦 板 の メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト は 、 通 常 、 環 状 の 鋼 板 か ら な る 。
　 図 １ は 、 従 来 の 湿 式 摩 擦 係 合 装 置 の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 湿 式 摩 擦 係 合 装 置 １ は 、 ピ ス ト ン Ｐ が ド ラ ム Ｄ 内 の 摩 擦 板 ３ 、 メ イ テ ィ
ン グ プ レ ー ト ４ を 押 圧 し た 際 、 係 合 状 態 に な っ て 回 転 力 を 伝 達 し 、 ま た 、 ピ ス ト ン Ｐ が 摩
擦 板 ３ 、 メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト ４ か ら 離 れ た 際 に 解 放 状 態 に な っ て 回 転 力 の 伝 達 を 断 つ よ
う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 摩 擦 板 ３ 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト ４ は 、 通 常 、 鋼 板 を 環 状 に 打 抜 い た も の で あ る 。
　 な お 、 一 般 に 、 厚 さ ３ ｍ ｍ 未 満 の 鋼 板 を 薄 板 、 厚 さ ３ ｍ ｍ 以 上 ６ ｍ ｍ 未 満 を 中 板 、 ６ ｍ
ｍ 以 上 を 厚 板 と 呼 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 摩 擦 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト に は 相 手 ス プ ラ イ ン と 噛 合 わ せ る た め の 歯 形 が 必 要 で
あ る の で 、 そ の 製 造 方 法 と し て は 、 鋼 板 を 環 状 に 打 抜 き 加 工 す る 際 、 歯 形 も 同 時 に プ レ ス
打 抜 き す る か 、 又 は 、 鋼 板 を 環 状 に プ レ ス 打 抜 き し た 後 、 歯 形 を 切 削 加 工 し て 形 成 す る こ
と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 摩 擦 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト で は な い が 、 複 数 の 金 属 板 を 積 層 し て 、 金 属 板
の 板 厚 よ り も 大 き な 厚 み を 有 す る よ う に し た ト ル ク 伝 達 部 品 の 製 造 方 法 が 、 特 許 文 献 ２ に
開 示 さ れ て い る 。
　 こ の 特 許 文 献 ２ で は 、 複 数 の 金 属 板 を 積 層 し た 状 態 で 、 嵌 合 用 の 凸 部 と 貫 通 孔 （ 又 は 凹
部 ） を 嵌 合 さ せ て 一 体 化 す る こ と に よ り 、 金 属 板 自 体 の 板 厚 よ り も 大 き な 厚 み を 有 す る ト
ル ク 伝 達 部 品 を 構 成 す る こ と が で き る と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ６ ５ ３ ２ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ４ １ ３ ８ ２ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 し た 鋼 板 を プ レ ス 打 抜 き し て 環 状 の 摩 擦 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト を 得 る 場 合 、
素 材 で あ る 鋼 板 の 材 料 利 用 率 が 最 大 で も ３ ５ ％ 内 外 に し か な ら ず 、 残 り の 材 料 が 無 駄 に な
る 。 材 料 利 用 率 を 上 げ る た め に 小 径 内 部 を 再 利 用 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 そ れ は 、 材 質
、 板 厚 等 が 必 要 と さ れ る 仕 様 に 合 致 す る 場 合 に 限 ら れ 、 限 定 的 と な り 、 材 料 利 用 率 を 上 げ
る こ と は 容 易 で は な い 。
　 ま た 、 大 型 の 鋼 板 を プ レ ス 打 抜 き で 得 よ う と す る と 、 打 抜 き 荷 重 の 大 き な プ レ ス 機 を 必
要 と し 、 設 備 投 資 が 増 す と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 ２ の ト ル ク 伝 達 部 品 の 製 造 方 法 で は 、 金 属 板 に 設 け ら れ た 嵌 合 用 の 凸 部 と 貫 通
孔 （ 又 は 凹 部 ） を 嵌 合 さ せ る 構 成 で あ る た め 、 プ レ ス 打 抜 き 以 外 の 工 程 が 増 え る ば か り で
な く 、 積 層 さ れ た 製 品 の 表 面 に は 、 必 然 的 に 、 穴 が で き て し ま う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 し た 、 ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ
イ テ ィ ン グ プ レ ー ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 プ レ ス 打 抜 き さ れ た 複 数 枚 の 要 素 鋼 板 が ろ う 付 接 合 さ れ た こ と を 特 徴 と す る
ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト に よ り 、 前 記 課 題 を 解 決
し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 プ レ ス 打 抜 き さ れ た 複 数 枚 の 要 素 鋼 板 を ろ う 付 接 合 す る こ と に よ っ て
ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ ー ト を 得 る こ と が で き る の で
、 強 度 面 等 に お い て は 従 来 と 遜 色 が な い も の で あ り な が ら 、 大 幅 に 製 造 コ ス ト を 低 減 さ せ
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 ２ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ
プ レ ー ト （ 以 下 、 単 に 「 プ レ ー ト 」 と い う こ と が あ る 。 ） １ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に お い て 、 プ レ ー ト １ ０ は 、 ２ 数 の 要 素 鋼 板 １ ２ が ろ う 付 け 接 合 ６ ０ に よ っ て 接 合
さ れ た も の で あ る 。
　 要 素 鋼 板 １ ２ は 、 ３ 枚 以 上 に す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の プ レ ー ト の 製 造 工 程 は 次 に 説 明 す る 第 ２ 実 施 形 態 と ほ ぼ 同 じ で
あ る か ら 、 そ こ で 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 図 ３ ～ ８ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ３ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ
プ レ ー ト １ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は プ レ ス 打 抜 き 工 程 に お け る セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ を 示 す 図 で 、 図 ５ が 、 こ れ ら の
セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ を 、 環 状 を な す よ う に 組 合 せ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に お い て も 、 プ レ ー ト １ ０ ０ は 、 ２ 枚 の 要 素 鋼 板 １ ２ ０ が ろ う 付 け 接 合 ６ ０ に よ っ
て 接 合 さ れ て な る 。
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　 ま ず 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 板 状 鋼 板 素 材 Ｍ か ら 、 内 歯 歯 形 を 有 す る セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３
０ を プ レ ス 打 抜 き す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 例 で は 、 セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ は 、 要 素 鋼 板 １ ２ ０ が 周 方 向 に ４ 分 割 さ れ た 形 状 で
あ る 。 な お 、 周 方 向 に 分 割 す る 数 は 複 数 枚 で あ る が 、 接 合 部 に お い て 、 だ れ 面 と ば り 面 を
組 合 せ る た め に 、 偶 数 が 好 ま し い 。
　 打 抜 き 加 工 に よ っ て 得 ら れ た セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 環 状 に 組 合
さ れ て 一 枚 の 要 素 鋼 板 １ ２ ０ と な る 。
　 な お 、 歯 形 は 、 要 素 鋼 板 １ ２ ０ の 内 周 に あ る 場 合 と 、 外 周 に あ る 場 合 と が あ り 、 歯 形 の
底 の 弧 状 の ほ ぼ 中 央 で 組 合 さ れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ の 両 端 に は 、 隣 合 う セ グ メ ン ト の 結 合 度 を 高 め る た め に ジ グ ソ ー
パ ズ ル に あ る よ う な 雌 形 継 手 部 ２ ２ ， ３ ２ と 雄 形 継 手 部 ２ ４ ， ３ ４ を そ れ ぞ れ 形 成 す る 。
　 な お 、 図 ４ に あ る よ う に 、 雌 形 継 手 部 ２ ２ ， ３ ２ と 雄 形 継 手 部 ２ ４ ， ３ ４ が 互 い 違 い の
関 係 に な る よ う に 配 置 す る の は 、 後 で 説 明 す る よ う に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 継 手 部 の 雄 形
と 雌 形 の 結 合 度 を 高 め る た め に 打 抜 い た セ グ メ ン ト の 表 裏 を 逆 に す る の で 、 そ の 際 、 雄 形
と 雌 形 が 自 動 的 に 隣 合 う よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 プ レ ス 打 抜 き さ れ た セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ は 、 図 ５ の よ う に 、 雌 形 継 手 部 ２ ２ ， ３ ２ と
雄 形 継 手 部 ２ ４ ， ３ ４ が 、 ジ グ ソ ー パ ズ ル の よ う に 互 い に 嵌 合 さ れ て 一 枚 の 要 素 板 １ ２ ０
に さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 積 層 工 程 に お い て 、 図 ６ に 示 す 組 合 せ 治 具 ５ ０ が 使 用 さ れ る 。 下 板 ５ ６ に は 、 外
側 位 置 出 し ジ グ ５ ２ と 内 側 歯 合 わ せ ジ グ ５ ４ が ４ 組 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 一 般 的 に 、 プ レ ス に よ る 打 抜 き 加 工 に お い て は 、 パ ン チ と 金 型 と の 間 に 或 る 隙 間
が 設 定 さ れ る た め 、 打 抜 か れ た 板 に は 、 上 側 に 「 だ れ 」 が 、 下 側 に 「 ば り 」 が 形 成 さ れ 、
上 側 の ほ う が 、 若 干 、 側 面 方 向 に 出 っ 張 っ た 断 面 形 状 に な る こ と が 避 け ら れ な い 。
　 そ こ で 、 セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ を 環 状 に 組 合 せ る 際 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 プ レ ス 打 抜 き
時 に 発 生 す る だ れ Ｄ が 隣 合 う セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ で 対 向 し な い よ う に 、 表 裏 を 逆 に し て
組 合 せ る も の と す る 。 こ う す る こ と に よ っ て 、 セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ 間 の 隙 間 を 小 さ く し
、 結 合 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の よ う に し て 構 成 さ れ た 図 ５ の 要 素 鋼 板 １ ２ ０ を 図 ６ の 最 下 部 に 配 置 し 、 ド ー ナ ツ
形 で 箔 状 の 、 又 は 粉 状 の ろ う 材 （ 図 示 せ ず 。 ） を そ の 上 に 載 せ 、 そ の 上 に 、 さ ら に 、 も う
一 組 の 要 素 鋼 板 １ ２ ０ を 重 ね る 。
　 要 素 鋼 板 １ ２ ０ を ３ 枚 使 用 す る 場 合 は 、 上 記 の よ う に 、 ろ う 材 を 載 せ 、 そ の 上 に 、 さ ら
に 、 も う 一 組 の 要 素 鋼 板 １ ２ ０ を 載 せ る 作 業 を 繰 返 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 環 状 に 組 合 さ れ た 要 素 鋼 板 １ ２ ０ を 積 層 す る 際 は 、 上 下 に 隣 合 う 要 素 鋼 板 １ ２ ０
の セ グ メ ン ト ２ ０ ， ３ ０ が 連 結 さ れ た 部 分 の 位 相 を 各 要 素 鋼 板 １ ２ ０ 毎 に ず ら す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 工 程 を 所 定 の 回 数 繰 返 し 、 所 定 の 枚 数 を 重 ね た 後 、 内 側 歯 合 わ せ ジ グ ５ ４ に よ り
、 積 層 さ れ た 要 素 鋼 板 １ ２ ０ 間 の 歯 の ず れ を 補 正 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 後 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 組 合 せ 治 具 ５ ０ の 下 板 ５ ６ に 対 し て 、 上 板 ５ ８ を ス タ ッ ド
ボ ル ト Ｂ と ナ ッ ト Ｎ に よ っ て 締 付 け る 。 な お 、 好 ま し く は 、 ナ ッ ト Ｎ と 上 板 ５ ８ の 間 に 、
耐 熱 性 の 皿 ば ね 等 の 弾 性 体 ５ ９ を 配 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 熱 処 理 工 程 に お い て 、 積 層 さ れ た 要 素 鋼 板 １ ２ ０ と ろ う 材 の セ ッ ト を 加 熱 炉 （ 図
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示 せ ず 。 ） に 投 入 し 、 ろ う 材 が 溶 融 す る 温 度 域 で 加 熱 す る （ プ レ ス テ ン パ ） 。
　 な お 、 加 熱 炉 に 同 時 に 投 入 さ れ る 要 素 鋼 板 １ ２ ０ の 数 量 は 、 加 熱 炉 の 内 部 容 積 に 応 じ て
適 宜 に 定 め る こ と が で き る 。 ま た 、 要 素 鋼 板 １ ２ ０ は 、 外 側 位 置 出 し ジ グ ５ ２ と 内 側 歯 合
わ せ ジ グ ５ ４ を 設 置 し た ま ま 加 熱 炉 に 投 入 す る こ と も で き る が 、 好 ま し く は 、 こ れ ら の ジ
グ は 外 し て か ら 加 熱 炉 に 投 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 後 、 適 切 な 保 持 時 間 ・ 冷 却 時 間 を 経 る こ と に よ り 、 図 ３ の よ う に 完 成 さ れ た プ レ ー
ト １ ０ ０ を 得 る こ と が で き る 。 そ の 後 、 ギ ヤ シ ェ ー パ で 歯 形 の 仕 上 げ 加 工 を 施 す 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の プ レ ー ト の 性 能 値 を 表 １ に 示 す 。
　 表 １ に 示 す 本 発 明 の 実 施 品 の 性 能 値 は 、 実 用 上 全 て 問 題 が な い こ と を 示 し て い る 。

【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の プ レ ー ト と 、 従 来 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る プ レ ー ト の 原 価 比 較 を 表 ２ に
示 す 。 な お 、 比 較 例 １ の 原 価 合 計 を １ ０ ０ と し て 、 実 施 例 ２ の 対 応 す る 数 値 を そ れ に 対 す
る 比 で 示 し て い る 。
　 本 実 施 例 ２ に 用 い た 材 料 は 、 鋼 材 種 ＝ Ｓ ５ ３ Ｃ 、 リ ン グ 外 径 ＝ ６ ６ ０ ｍ ｍ 、 リ ン グ 内 径
＝ ４ ９ ２ ． ５ ｍ ｍ 、 厚 み ＝ ３ ． １ ｍ ｍ の も の で あ る 。
　 な お 、 表 ２ に お い て 、 平 面 出 し と は 、 加 圧 状 態 で 加 熱 処 理 を 施 す 方 法 で あ り 、 ま た 、 ギ
ヤ シ ェ ー パ と は 、 歯 形 の 切 削 加 工 で あ る 。
　 製 造 原 価 を 比 較 す る と 、 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 の 製 造 方 法 で あ る 比 較 例 １ の 場 合 と 比 べ
て 、 ３ ０ ％ 以 上 の 製 造 原 価 を 削 減 で き る こ と が 分 か る 。
　 な お 、 図 ４ に よ れ ば 、 本 発 明 で の 鋼 板 の 材 料 利 用 率 が 従 来 よ り 大 幅 に 向 上 す る こ と が 明
ら か で 、 本 発 明 が 、 特 に 、 材 料 費 の 高 騰 に 対 す る 有 効 な 解 決 手 段 に な る こ と が 理 解 で き る
。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 従 来 の 湿 式 摩 擦 係 合 装 置 の 軸 方 向 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ
プ レ ー ト の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ
プ レ ー ト の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 打 抜 き 工 程 に お け る セ グ メ ン ト の 配 置 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 セ グ メ ン ト を 環 状 に 組 合 せ て 構 成 し た 要 素 鋼 板 の 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 組 合 せ 治 具 に 設 置 さ れ た 要 素 鋼 板 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 セ グ メ ン ト の 互 い の だ れ が 対 向 し な い よ う に 組 合 せ た 状 態 を 示 す 要 部 拡 大 図 。
【 図 ８ 】 組 合 せ 治 具 に 設 置 さ れ た 要 素 鋼 板 を 示 す 全 体 正 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 １ ０ ， １ ０ ０ 　 　 　 　 ： ク ラ ッ チ 又 は ブ レ ー キ の 摩 擦 板 用 芯 板 又 は メ イ テ ィ ン グ プ レ
ー ト
　 　 １ ２ ， １ ２ ０ 　 　 　 　 ： 要 素 鋼 板
　 　 ２ ０ ， ３ ０ 　 　 　 　 　 ： セ グ メ ン ト
　 　 ２ ２ ， ３ ２ 　 　 　 　 　 ： 雌 形 継 手 部
　 　 ２ ４ ， ３ ４ 　 　 　 　 　 ： 雄 形 継 手 部
　 　 ６ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 ： ろ う 付 け 接 合
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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